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昭
和
七
年
五
月
十
九
日
午
後
五
時
頃
洞
爺
村
役
場
よ
λ
ソ
洞
爺
湖
一
部
陥
落
せ
る
を
以
て
至
念
調
査
ヨ
れ
皮
旨
の
電
話
あ

b
し
ど
以
て
翌
二
十
日
出
張
調
査
せ

b
概
要
左
の
如
し
。

設
見
の
動
機
五
月
十
九
日
午
前
中
陥
落
個
所
と
畳
へ
し
部
分
の
水
面
に
取
材
し
き
気
泡
の
浮
遊
じ
居
る
を
見
た
る
に
午

後
に
至

b
木
及
び
胡
桃
様
の
も
の
多
数
浮
、
ぴ
出
で
且
水
面
著
し
く
濁
b
し
た
め
般
に
℃
現
場
を
調
査
の
結
果
水
深
約
二
米

位
よ

b
念
に
深
く
な

b
垂
直
に
ず
b
下
、
，
p
た
る
を
認
め
し
と
云
ふ
。

湖
底
陥
設
の
場
所

湖
岸
道
路
に
沿
以
上
野
衛
氏
宅
ー
と
漁
業
組
合
の
前
面
に
し
て
湖
岸
波
打
際
よ
b
約
四
十
米
(
水
深

一
米
八
乃
至
二
米
)

の
湖
中
な

b
。

陥
漢
の
欣
態

調
査
せ
し
と
乙
ろ
に
依
れ
ば
略
半
月
形
に
し
て
東
西
の
方
向
に
約
百
米
南
北
の
方
向
は
南
方
は
湖
の
沖

令
に
位
す
る
を
以
て
水
深
の
闘
係
上
測
定
不
可
龍
な
る
も
大
臆
竿
月
形
の
形
成
と
思
料
せ
ら
る
。
陥
渡
せ
し
附
還
は
水
深

一
米
八
乃
至
二
米
な
る
た
め
陥
設
の
境
界
は
明
瞭
に
覗
き
待
べ
く
小
職
調
査
営
時
(
二
十
日
午
前
八
時
よ

b
十
時
ま
で
)
は

前
日
風
力
強
か

b
し
た
め
風
浪
の
影
響
に
よ
ム
ソ
'
幾
分
原
形
を
破
壊
ろ
れ
し
が
如

3
も
向
水
面
よ
b
認
識
し
得
る
範
園
は
七

十
度
以
上
の
傾
斜
を
な
し
居
れ

b
、
深
度
は
気
泡
の
浮
ぴ
出
づ
る
部
分
が
‘
一
番
深
く
測
深
の
結
果
十
三
米
ー
を
得
た

b-u
故

ニ
大
古
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湖
底
陥
落
場
所

道
路
陥
技
場
所

薮
字
は
水
温

(
昭
和
七
年
五
月
二
十
一
日
)

白
十
二
時
立
叶

d

至
す
三
時
壁
、
Z

、

，、
ι
f
y
u

，，

u

a

ニ
六
庇

に
今
同
の
陪
浅
は
最
深
十
一
米
一
前
後
一
の
も
の
と
一

な
る
ば
し

9

、、
白島

無
隠
浅
前
後
一
に
於
け
る
震
動
其
の
俄
現
象
の
)
有

湖
底
の
務
訪
に
件
以
地
震
の
有
無
一
を
調
査

せ
し
も
人
身
戚
受
の
も
の
は
な
く
唯
附
近
道
路
、

(
湖
岸
よ

b
約
五
・
六
十
米
北
に
位
し
陥
浅
の
個

所
よ
タ
は
大
館
北
北
西
に
世
田
る
)
に
径
約
の
米

二
深
さ
二
米
五
位
の
穴
芝
生
じ
た
る
も
小
職
現

場
へ
出
張
せ
し
時
は
附
近
住
民
に
よ
b
て
埋
め

ら
れ
た
る
を
以
て
詳
細
な
る
調
査
は
不
可
穏
な

'
P込
己
。

湖
底
沈
積
物
の
浮
遊
紋
態
及
其
の
種
類
陥

授
に
よ

b
湖
底
に
沈
積
せ
し
も
の
に
し
て
浮
主

上
b
た
る
も
の
は
非
常
に
腐
朽
せ
る
樹
木
及
原

形
を
明
ら
か
に
識
別
し
得
べ

3
胡
桃
の
賞
ト
チ



の
寅
、
ド
ン
グ
η
ノ
(
黒
色
ど
呈
す
)
等
に
し
て
樹
木
は
長
当
一
米
位
よ
b
十
三
米
位
の
も
の
数
本
を
数
へ
直
径

O
米
二
及
至

三
位
の
も
の
多
数
に
し
て
営
時
目
撃
者
の
談
に
よ
れ
ば
樹
木
は
殆
ど
垂
直
に
浮
き
上

b
た
b
と
云
ふ
。

表
面
水
温
の
異
常
愛
佑

今
岡
の
調
査
に
於
て
湖
水
表
面
の
水
温
分
布
賊
態
を
横
断
観
測
に
依
て
見
る
に
陥
波
佃
所
附

近
の
水
温
、
が
異
常
に
高
温
を
呈
し
居
b
し
事
な
も
夕
、
部
ち
床
丹
湖
畔
温
泉
場
に
て
五
度
五
、
相
側
一
品
目
白
回
附
近
六
度
九
、
向
洞

爺
よ

b
約
三
粁
を
距

b
た
る
知
七
度
三
同
約
一
粁
を
距

b
た
る
姑
九
度
九
、
陥
淡
せ
し
附
近
十
一
度
三
に
し
て
湖
昨
甑
泉

場
に
比
し
、
二
倍
の
高
温
を
示
せ
る
は
異
常
現
象
な
る
を
以
つ
℃
垂
直
水
楓
共
の
他
を
一
再
調
査
の
上
更
に
報
告
す
る
所
あ

る
べ
し
。

登
別
温
泉
同
数
泉
噴
出
報
告

(
室
蘭
測
候
所
報
告
)

場
所

幌
別
郡
登
別
温
泉
第
一
瀧
本
館
一
義
中
庭

噴
出
の
経
過

四
月
中
旬
渓
流
の
崖
石
垣
積
み
工
事
中
夜
宇
俄
然
噴

出
す
、
現
在
は
噴
出
に
よ

b
土
地
の
崩
潰
に
件
ふ
建
物
の
危
険
を
防
ぐ
目
的
を
以
て
、
直
径
一
寸
五
分
位
の
銭
管
を
埋
め

あ
b
。

噴
出
直
前
五
分
位
よ

b
銭
管
口
化
盛
に
泡
粒
た
ち
、
管
口
全
面
を
一
夜
ふ
た
時
ジ
ユ
!
と
勢
能

く
噴
出
し
高
当
十
米
、
或
は
九
米
迭
に
て
粉
霧
肢
態
と
な

b
四
散
す
。
二
秒
乃
至
三
秒
の
周
期
に
し
℃
シ
ユ

I

シ
ユ
ー
と

噴
出
の
放
態
並
に
週
期

息
を
つ

3
約
八
分
間
間
断
な
く
噴
出
す
、
周
期
は
四
十
分
乃
至
一
時
間
。

管
中
の
温
度

噴
出
直
前
は
八
十
九
度
の
温
度
な

b
し
も
噴
出
直
後
は
七
十
度
化
低
下
せ

b
。

ニ
ム
ハ
九


